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Walter de la Mare, an English poet and novelist, had a strong attachment to and a 
keen interest in folklore and fairy tales throughout his life. He not only edited an 
anthology of traditional folk tales from all over the world but also rewrote his own 
literary versions. Moreover, he created original stories by incorporating certain 
elements from these tales. Why did de la Mare, despite knowing the rules of folktale 
composition, dare to break them in rewriting old stories using his own imagination and 
poetic vocabulary?  In this paper I will explore how the motifs and elements of folk 
tales are incorporated in de la Mare’s works, compared with those in tales compiled by 
Joseph Jacobs. I will also consider original elements and approaches utilized by de la 
Mare. 
 
 
はじめに 
 
英国の詩人で小説家のWalter de la Mare（1873-1956）は選集 Animal Stories（1939）
の序文の中で、子どもの頃から慣れ親しんだ民話について次のように述べている。 
 
A very small boy may go shivering to bed after listening to the teeny tiny tale 
of the teeny tiny little woman who found a teeny tiny little bone in the 
churchyard. The very marrow in his bones may tremble at that final “TAKE 
IT!”  Mine used to; and yet I delighted to have it told me again and again by 
my mother.1
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物語の結びの言葉に身震いしながらも、子ども時代のde la Mareは母親に何度も繰り返し
て話をしてもらうのを楽しみにしていた。幼い頃に母親に読んでもらった聖書や昔話から
受けた衝撃は、彼にとって計り知れないほど大きなものであった。6、7歳のクリスマスの
朝に、靴下の中にガリバー物語の絵本を見つけた喜びは生涯忘れられない思い出とり、ア
ラビアンナイトは幼い頃のお気に入りだった。2 Animal Stories にはイソップ、グリム、
ペローを始め世界の様々な地域の民話や詩が含まれており、彼がそれらを深く愛していた
ことがよくわかる。de la Mareはごく小さかった頃でさえ、青ひげの音のしない恐ろしい
戸棚を覗き込んだり、釘をたくさん打ち付けた樽に邪悪な女王をつめて断崖から海へ転が
したり、大クラウスが棒をふるったりするのを恐がらずに見ることができた。そして 40人
の盗賊どもをやっつけて油壺から油壺へまわるモルジアナと一緒に踊り、ファラダの首が
門のアーチに釘で打ちつけられて愛する女主人の不運を嘆くのに耳を傾け、「ねずの木」の
恐ろしいスープの仕度に息をこらしながら読み続けたという。3 彼は幼いながらも、これ
らのストーリーを物語だと知りながら楽しんだ。今日その残酷さを非難されることもある
民話や昔話だが、de la Mareはそれらは少しも幼い自分を傷つける事はなかったと断言し
ている。4 また、子ども時代のde la Mareは昔話の前後─出来事が起こる前や起こった後
で登場人物たちに何が起こったのか─を空想したり、昔話に出てくる家の中や庭の様子を
想像して楽しんでいた。従って『いばら姫』の年老いた妖精は最後どうなったのか、アラ
ディンがどちらの指に指輪をはめていたのか、彼の叔父と称する魔法使いの眼の色や青ひ
げの城の中の様子などについてあれこれ楽しみながらイメージを膨らませ、実際に書かれ
てある以上に物語について詳しく知っていた。5 昔話は彼の頭の中にとどまるだけでなく、
生きていたのである。彼は “an early and avid reader”6 であると同時に “a lively reader”7 
だったのである。そういうde la Mareが幼い頃から慣れ親しみ愛し続けた物語を集めるだ
けでは飽きたらず、独自の解釈を加えた再話を書いたのは当然の結果といえる。Leonard 
Clark によれば、de la MareはTold A ain（1927）を皮切りに、昔話（old tales）を詩人
の言葉で想像力豊かに語り直す一連の仕事を始めた。彼は元の（伝えられてきた話の）意
味を壊さずに、時には以前なされた翻訳に改良を加えて作り直している。彼が語り直した
19篇の物語はイソップ、ペロー、グリム、英国民話（folk-lore）から採られたが、すべて
がお伽話（fairy stories）ではない。動物物語もあれば、一家中で最も若い息子が成功する
話や、人食い鬼や小人や城などが登場する魔法の話（‘magic’ stories）もあった。
g
8 こうし
た物語は伝統的な昔話の筋と要素を備えたde la Mare版昔話といえるかもしれない。 
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しかし一方では、de la Mareは昔話の法則（昔話には法則とも言える数々の特徴があり、
そのことについてはAnimal Sto ies の序文の中で彼自身も分析し、解説している）を熟知
し、“That is why it is difficult and dangerous to attempt to tell the old tales again in our 
own words.”
r
9 と自分の言葉で昔話を語る難しさを十分に認識している。その彼があえて昔
話の法則を破って自分なりの作品を作り出したのはなぜだろうか。その疑問に答えるべく、
一般に伝統的な英国民話として現在でも定評のあるJoseph Jacobs（1854-1916）の再話と
比較検討しながら、de la Mareの再話のもつ独自性を探ってみようと思う。さらに、創作
民話と言われる作品10の中に織り込まれている数々の民話のモティーフや要素を分析し、
de la Mareの民話観を考察するつもりである。 
 
 
Ⅰ 選集 Animal Storiesと再話集 Tales Told Again 
 
Walter de la Mare の選集Animal Storiesには 42の物語と 46の詩が載せられており、
表題に “chosen, arranged, and in some part rewritten by Walter de la Mare”とあるよう
に、その一部はde la Mareによって書き改められている。 彼自身の言葉を借りれば、収め
られている物語と詩の多くは子どもの頃にはじめて話してもらったり読んでもらったお気
に入りのものである。11
巻末の「謝辞」によれば、目次にアスタリスクの付いた物語はJoseph Jacobs の English 
Fairy Tales（1890）に収められたもので、その中の“The Ass, the Table, and the Stick”
はある程度改作されているとあるが、目次のどこにも（目次以外にも）アスタリスクは見
当たらない。実際に調べてみると 42篇の中 10篇がJoseph JacobsのEnglish Fairy Tales 
（1890） 及び More English Fairy Tales（1894） に収録された民話と同じタイトルをも
つ。12 その中で中身が全く同じものは“Henny-Penny” “The Story of the Three Little 
Pigs” “Tom Tit Tot” “Mr. Fox” の 4編にすぎない。また、“The Story of the Three Bears” は 
Robert Southeyの作としながら、Jacobsのものと同じである。Jacobs と同じタイトルの
昔話を比べると、de la Mareの “Whittington and his Cat”はJacobsにおける古い用法の英
語を現代英語に直している。“The Cat and the Mouse” には引用符（“”）が全く無く、“The 
Black Bull of Norroway” ではde la Mareが方言を用いているのに対して、Jacobsの英語
は標準的である。 “The Ass, the Table, and the Stick”は物語の展開には響かない程度に言
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葉を変えている。“Cat-Skin” はタイトルは同じでもJacobsのそれとは別の話とも言えるほ
ど中身が異なっている。その他の話は “The Juniper Tree” や “The Goose-girl” などグリ
ム童話と類似したものが多い（18篇ほどあるが、グリム童話自体にも他の地域の民話とよ
く似ているものがあるので、グリムと断定するのはむずかしい。実際に同様な話は英国に
もある）が、ウェールズ、スコットランド、アイルランド、ユーゴスラビア、デンマーク
などの民話も含まれている。再び巻末の「謝辞」によれば、“Puss in Boots”はシャルル・
ペローの翻訳であり、“The Bad Mother”と“Tropsyn”はFrancis Hindes Groommeによる
Gypsy Folk-Tales（1899）から採られたジプシーの民話である。内容的にはグリムとよく
似た“The Hare and the Hedgehog”と“The Wolf and the Fox” はde la Mare自身のTol  
Again から採ったもので、“All Gone”はReadings（1928）では“The Pot of the Fat”という
題で収められていた。さらにBlanche Cowley Youngによるマン島に伝わる民話、John 
Masefield（1898-1967）の作品が２篇、Algernon Blackwood（1869-1951）の作品が一
篇と、de la Mare自身の作品“The Lord Fish”が収められている。 
d
t
この選集は動物がテーマであるため、テーマ重視で地域や国の配分は考えていなかった
ものと思われる。むしろ民話に国境はないと言った方がよいのだろう。de la Mareがなぜ
動物をテーマにした物語を集め、編集したのかは、以下にあげる引用からもわかるように、
動物を人間と同様に見なしているからである。いずれにせよ、de la Mareの読書量の多さ
と幅の広さ、それによる知識の豊かさが伝わって来る。 
 
Whatever our own “views” concerning God’s living, mysterious and wonderful 
creatures may be, there is no doubt what the folk, the tellers of these old tales, 
thought and felt about them. The animals in them, the birds, even the bees 
and ants, each in its own kind, act very much as humans would if they were in 
their skins. They are each of them given man’s intelligence in a certain degree
─his common sense, wisdom, courage and enterprise, his heart and feelings; 
or his stupidity, greed, guile and craft.  . . . .  And practically every animal is 
endowed with the gift of human speech.13
 
Leonard Clark は、この選集はよく整っていて、編者としてのde la Mareの才能を如実に
示す感動的かつ学術的な選集であり、知識の宝庫、楽しみの源泉である、これに育てられ
た子どもたちは伝統的な動物文学の遺産を受け継ぐだろうと賞賛している。14
Told Again（1927）とS ories from the Bible（1929）もde la Mareが子どもの頃に聞い
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た伝統的な物語への深い愛を反映している。Told A ainは後にTales Told Again（1959）
と改題され、そこに収められた 19の話は詩人の想像力で作り変えられている。“Cinderella” 
“The Sleeping Beauty” “Little Red Riding Hood” “Jack and the Beanstalk” など誰もが
知っている昔話を、de la Mareは伝統的な筋を保ちながら、会話と美しい背景描写で活気
づけている。Jon C. Stott によれば、de la Mare版の民話は、豊富な会話、登場人物の発
展、描写を含み、原作よりかなり長い。このようにして、彼は若い読者に過ぎ去った昔の
時代背景や生活様式をよく伝えているという。
g
ga
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a
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Told A in とAnimal Storiesに共通する話は“The Hare and the Hedgehog”一篇である。
この再話は有名なイソップの「ウザギとカメ」を土台にしたもので、de la Mare は舞台を
英国の田舎に設定しているが、同じような話はグリムにもある（「ウサギとハリネズミ」“Der 
Hase und der Igel”）ので、どちらをde la Mareが参考にしたのかは不明である。これには
Sheila A. Egoffが現在最も愉快で最も語り聞かせに適した再話と高い評価を与えており16、
日本ではde la Mareの作品「野うさぎとはりねずみ」として翻訳されている（『世界童話文
学全集 第 5巻』（講談社、1960）に収録されている）。その他に、“The Dancing Princesses”
（Told A in）は「おどりのすきなお姫さま」、“The Golden Bird”（Animal Stories）は
「黄金の鳥」という題名で、それぞれ『世界名作短編集』（文研出版、1971）、『少年少女
新世界文学全集 第 6巻』（講談社、1964）に収められている。英国では、Sara and Stephen 
Corrinの編集によるStories for Seven-Ye r-Olds（Puffin,1984）には “The Hare and the 
Hedgehog”と“The Grateful Beasts”（Patrick Kennedyが似たようなアイルランド民話を
書いている）が、Stories for Eight-Ye -Olds（Puffin,1984）には“The Goose-girl”（グ
リムの「鵞鳥番の娘」“Die Gänsemagd”によく似ている）がそれぞれWalter de la Mare作
として収録されている。 
昔話・民話の類についてはこれまでデンマークのアクセル・オールリク（Axel Olrik 
1864-1917）、フィンランドのアンティ・アールネ（Antti Amatus Aarne 1867-1925）、オ
ランダのアンドレ・ヨレス（Andre Jolles 1874-1946）、アメリカのスティス・トムソン
（Stith Thompson 1885-1976）、スイスのマックス・リューティ（Max Lüthi 1909-91）
などの世界各国の研究者たちが様々な角度から分析し、いわゆる昔話の法則を打ち立てて
きた。（昔話、お伽話、民話の言葉の定義をこの論文で論ずるつもりはない。de la Mareは
folkloreも使っているが、old talesという語をよく用いているので、「昔話」または「民話」
を主に用い、両者をほぼ同義語として扱うことにする。17）中でもリューティの様式理論
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は一般によく知られている。de la Mareがリューティを読んだか否かは不明だが、Animal 
Storiesの序論から判断して、昔話に数々の決まりともいうべき共通の特徴があることは彼
なりに理解していたようである。de la MareがAnimal Storiesの序論の中の“Tales about 
What ?”（pp.xxxvi-viii.）でまとめた昔話の法則は、当然のことながらリューティの理論
とほぼ一致する。まず「出来事の起こる場所は地図にはない（但し、例外もある）。日付は
あいまいで、話の出だしは“Once upon a time” “Ages and ages ago”と決まっている」と指
摘している。これは昔話の大前提であり、伝説との違いでもある。昔話は不特定の時代、
不特定の場所、不特定の人が素材となり、「昔々あるところに…がいました」という決まっ
た表現で一定の枠にはめ、これがお伽話なのだということをはっきりさせるのである。昔
話で３という数が好まれるのは周知の事実である。「王に王子が３人いれば、末の王子が最
も冒険好きで勇敢で幸運であることが話の最後に証明される。息子も娘も、貴族の平民も、
末っ子が最も良い結果を迎える」とde la Mareも認めているが、この考えの中には昔話特
有の《最後部優先》の理論18が組み込まれている。また、「出来事は極端さをもって進行す
る。美しい王妃や王女はふつう世界で最も美しい。彼女はその髪が金色であるのと同様に
たいてい善良である。悪い王妃も美しいかもしれないが、徹頭徹尾邪悪である。そして髪
は黒い」という彼の論理は昔話のもつ《極端性》の法則19にあたる。昔話の「時間そのも
のは普通または速いペースで進む20。話の中の７年間は夢の中の一瞬に似ている。話の多
くは実際夢に似ている」としている。これらはすべて、本来昔話が口伝えからきているこ
とに起因している。不思議なもの、稀なもの、美しいものでさえ、描写されることはほと
んどない。“The Ass, the Table, and the Stick”の魔法のテーブルはただのテーブルである。
その大きさ、素材、形などについては語られない｡馬、宮殿、村、森、林、王、王妃、王子、
王女についても同じである。民話の中のこうしたものはありふれた普通のものであるとde 
la Mareは述べているが、これはオールリクやリューティのいう芸術的な細部にわたる描写
を許さない、状況の説明をしないという法則21と一致する。しかしそのことを承知の上で
de la Mareはあえてその法則を破っているときがある。事物の特徴、人物の外見や情景に
ついて、de la Mareにしては押さえ気味だが丁寧に描写しているのである。さらに、昔話
では登場人物の心の内面は語らず、出来事だけを淡々と語るのが決まりだが、de la Mare
は人物の感情や欲求など内面世界を匂わせたり、時にははっきり表に出すこともある。次
章で取り上げる“Jack and the Beanstalk”がそのよい例である。de la MareはJackが巨人
の城へ行くのは未知の世界への憧れ、冒険心のなせることだと詳しく書いている。 
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リューティによれば、「昔話のすじの記述 … の仕方は純粋に動作だけをのべるのであっ
て、こまかい描写はすべて放棄している。その記述は昔話のすじの線をしめすだけで、す
じのおこなわれる空間は感じさせない。」22 この空間を自分の言葉で浮かび上がらせたい
と思ったde la Mareは、昔話の法則を熟知していたにもかかわらず、あえて独自の解釈の
もとに昔話を書いたのではないだろうか。また、Animal Storiesの序論で、「何世紀にも渡
って繰り返し語られてきた話は骨の随まで擦り切れている傾向がある。話の中に浪費され
た言葉はほとんどない。話の一部でないものは何も語られていない … 語り手は話に関
係した多くのことを知っているが、それにもかかわらずそれを話すのを控えてきた。一般
に、物語を初めから終わりまで十分に話すことはほとんどない」23と述べているが、その
控えてきた一部をde la Mareは自分の言葉で語らずにいられなかったのだろうと推測する。 
さて、この論文で de la Mareと対比させる民族学者 Joseph Jacobsは、English Fairy 
Tale の出版に先立つ 10年間に約 140の昔話を集め、その約３分の１にあたる 43篇を選
んで一冊にし、その巻末に出典や同種の話との比較などを記した「参照事項」‘Notes and 
References’と題する付録をつけた。まさに研究者向けの専門的資料付きのテキストを作り
出したといえよう。同時に聞き手あるいは読み手の多くが子どもであることを重視したた
め、難しい言葉や方言・古語を書き改め、複雑な筋を整理しているとしている。しかしな
がら、昔話独特のニュアンスを保つために Jacobsの昔話には方言や古語がかなり残ってい
ることも事実である。その点については、以下にあるように、彼の本はただ単に目で読ま
れるだけではなく、朗読されることをも目的としているからとしている。 
s
 
In the majority of instances I have had largely to re-write these Fairy Tales, 
especially those in dialect, including the Lowland Scotch.  Children, and 
sometimes those of larger growth, will not read dialect.  I have also had to 
reduce the flatulent phraseology of the eighteenth-century chap-books, and 
to re-write in simpler style the stories only extant in “Literary” English.  I 
have, however, left a few vulgarisms in the mouths of vulgar people.  
Children appreciate the dramatic propriety of this as much as their 
elders.   . . . .   This book is meant to be read aloud, and not merely taken in 
by the eye.24
 
Jacobsも再話であり、その序文で述べているように、伝えられてきた昔話を現代の子ども
にも理解できるように書き換えられているが、その筋、つまり骨組みは変えていない。ま
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た、Jacobsは English Fairy Talesの改訂版、続編ともいうべきMore English Fairy Tales
のほかにケルトの民話集も出しており、民話における研究業績の評価は極めて高い。従っ
て最も忠実に伝えられてきた昔話として Jacobs のものを取り上げて何の支障もないと判
断する。それ故に de la Mareの再話と比較する昔話を Jacobsのものとしたのである。 
 
 
Ⅱ 英国民話：Jacobsとの比較 
 
第Ⅰ章で述べたように、Walter de la Mareの Tales Told Again (1959) には 19の再話
が収録されている (前章で述べたように、Tol  A ain （1927）は後に Tales Told Again 
(1959)と改題されており、本稿では Tales Told Againを使用している)が、その中で独立し
た作品として一冊の本となっているものを 3篇とりあげて、Jacobsと比較しながら de la 
Mareの昔話の特徴を論じることにする。 
d g
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“Molly Whuppie” 
 
“As a rule Walter de la Mare’s stories are too long and descriptive to be suitable for 
telling. . . . ”25とEileen Colwellが述べているように、Jacobsと比べると、Walter de la Mare
の文章は長く、描写も詳しい。‘eat’ を‘take a sup’に、‘ before the fire’を‘by the fire on a 
billet of wood’としているように言葉もやや難しい。一方、Jacobsの文章は読みやすく、わ
かりやすい。しかし、de la Mareの “Molly Whuppie”は、英国の児童図書館員を長く勤め、
storytellerとして名高いEileen Colwellが選んだ選集The Magic Umb ella and Other 
Stories for Telling（1976）の中に収められ、「８歳以上の少年少女向き、12 分間の読み聞
かせ」26となっていることから、Jacobsより複雑でもその文章は子どもが聞くのに適して
いるということになる。 
de la Mareの 19の再話の中で絵本になっているのは、この“Molly Whuppie”（1983）
と“Jack and the Beanstalk”（1959）だけである。Jackは話の冒頭部分から主役であるこ
とがはっきりを打ち出されているが、Molly は木こりの父親が子沢山であることがまず最
初に述べられる。これはおそらくそのあとに続く内容、すなわち父親が貧しさ故に子ども
たちを森に置き去りにしたことに対して、無理はないと聞き手あるいは読み手に納得させ
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るためではないかと考えられる。この前置きとも説明とも言える部分が de la Mare は
Jacobsより長い。家を出てからすぐに巨人（a giant）の家に着いてしまう Jacobsの物語
の展開は簡潔だが、あっさりしすぎているともいえる。また、de la Mareの場合、Molly
が主役であることだけでなく、その賢さと勇敢さも巨人の家に入る前からはっきりさせて
いる。Jacobsの場合、森に置き去りにされて道に迷った子どもたちは 3人で巨人の妻に家
に入れてもらうように頼んでいるが、de la MareではMollyが一人で交渉する。その時の
会話を較べてみよう。 
 
Jacobs: . . . a woman . . . said: “What do you want?”  They [Molly and her 
sisters] said: “Please let us in and give us something to eat.” . . . . 
They begged hard. “Let us stop for a little while,” said they, . . . .27
 
de la Mare: Molly Whuppie said: “Something to eat.”   
“Eat!” said the woman. “Eat!  Why, my husband’s a giant, . . . , 
he’d eat you.” But they were tired out and famished, and still 
Molly begged the woman to let them in.28
 
ここで興味深い点は巨人の妻の問いに対して de la MareのMollyの方が、極めて簡潔な答
えを口にしていることである。しかもキーワードとも言える “eat” を巨人の妻に繰り返さ
せている。「自分たちに食べ物を下さい」から「自分たちが食べられる」と “eat” が変化し
ていくのが面白い。詩人のささやかな言葉遊びである。 
Jacobsでは娘３人が巨人の家で食事をしてベッドへ入った後で、Mollyの名前と彼女が
末っ子であることがようやく明される。de la Mareの昔話では先に述べたように、誰が主
役かを早い段階で明らかにし、最初からその人物にスポットライトを当てている。そして
主役の特徴あるいは魅力を強調している。Jacobsでは、主役Mollyの賢さは “she was very 
clever.”（J p.126.）にすぎないが、de la Mareでは“Molly . . . was by far the cleverest,”
（D p.193.）となっている。先に取り上げた巨人の妻との交渉時の Molly のせりふ 
“Something to eat.”は短く、切れがよく、発言者の決断力のある強い性格を印象づける。
王とのやりとりでも、Molly の賢さと鋭さが浮き出ている。王は巨人の３つの宝を取って
くれば３人の王子をそれぞれ２人の姉と Molly 自身と結婚させると、Molly に申し出る。
その時 JacobsのMollyはすぐに承知するが、de la MareのMollyは王子たち見て微笑ん
でから、王の申し出を受けている。まるで王子たちの人柄をチェックしたかのようである。
―89― 
埼玉女子短期大学研究紀要 第 13号 2002.03 
このことから、Molly が結婚に対してしっかりした考えをもった─ただ地位に目がくらん
だのではなく、その人物を見極めて決めた、しかも決断が早い─現代的な女性といえない
だろうか。その上、JacobsのMollyは王に頼まれて宝を取りに行くと、すぐに巨人の家に
入りこむが、de la MareのMollyは窓辺で耳をすませてから忍び込むという慎重な、しか
し当然ともいえる行動をとっている。 明るく元気で、自ら人生を切り開いていく、言わば
自立した女性である Molly が主役だからこそ、この再話が彼の作品の中で絵本として最も
新しく出版されていることは納得できる。 
しかし民話の観点からみれば、Mollyの冒険は本来なら男の子がやるべきものである。巨
人から３つの宝を盗んでくるのはジャック（“Jack and the Beanstalk”）であるし、同じベ
ッドで寝ている巨人の子どもたちと自分たち兄弟が上手くすりかわったのは親指トム
（“Tom Thumb”）である。Mollyの話はこの有名な二つの昔話を結合させたと思われる。
また、貧しい親が子どもを森の中に置き去りにするのはグリムの「ヘンゼルとグレーテル」
（“Hänsel und Gretel”）を連想させる。Colwellも“Molly Whuppie”は有名な伝統的な昔話
のテーマをいくつか織り込まれていると述べている。29 Jacobsはその《参照事項》‘Notes 
and References’の中で、“Molly Whuppie”の最初の部分は明らかにラング（Andrew Lang 
1844-1912）がペローに学んだ“Hop o’ my Thumb”のテーマであると指摘している。30
民話には特有の三度の繰り返しについてのJacobsとde la Mareの微妙な違いを見逃して
はならない。三度巨人のもとへ宝を取りにいくにあたって、de la MareのMollyは頭巾の色
と隠れる場所─ベッド、戸棚、煙突の窪み─を変える。Jacobsの場合は頭巾については触
れていないし、隠れる場所は３回ともベッドの下である。ここに昔話の要素が２通り生き
ている。一つは、昔話では何か重要な事件が起こるとき、関係した肉親や敵や相手が不在
であるというモティーフ31の活用である。Mollyが巨人の宝を盗みに行くが三度とも巨人は
不在なので、ベッドの下にもぐりこめたのである。もう一つは白雪姫のように経験知のな
い32主役が登場する昔話では同じことの繰り返しは自然である。しかし現代の子どもたち
に納得いくように聞かせる物語、あるいは状況を見せる絵本では、繰り返しに多少の変化
は必要である。Jacobsが昔話のモティーフを忠実に用いたのに対して、de la Mareはヴァ
リエーションを伴った繰り返しを使ったと言えよう。 
Mollyは昔話の主人公にふさわしい行動をする。つまり、「立ち止まったり、驚いたり、
観察したり、思い悩んだりはしない。」33 ColwellによればMollyは勇敢で、機知に富んで、
陽気で、生意気であるが、とても優しい。34 間抜けな巨人からまんまと宝を盗んだde la 
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MareのMollyは、最後にそこを渡れば逃げ切れる橋―「髪の毛一本橋」（“the Bridge of the 
One Hair”）―を三度目に渡るとき、なんとスキップをしている。（“Molly skipped along 
over it.” D p.199.）何て生意気な子どもなのだろうと大人は思い、やった！と子どもたち
は歓声をあげるだろう。Mollyにしてみればこれで最後だという安堵感や喜びが出ているの
である。巨人に向かって最後の別れのせりふを言う時には手を振っている。言葉は少ない
が、Mollyのさりげないしぐさに彼女の正直な心が表れている。おそらく、子どもたちや主
人公に同化してしまう読者はMollyの気持ちを十分に読み取れる（あるいは聞き取れる）の
であり、そのときMollyは単に話の中の人物ではなく、聞き手と同じ生きている人間になっ
ているのである。敢えて自らの意志で冒険に飛び込んでいく男の子顔負けのMollyは、現代
の少年少女にも共感を持たれるに違いない。さらにMollyの場合、命にかかわる冒険を三度
するのは“Jack and the Beanstalk”のJackと同じだが、彼と違って自分のため─たとえそ
れが物欲ではなくて純粋に冒険をしたいという気持ちであったとしても─ではない。もと
もとは王の望みをかなえるためであり、二度は姉たちの幸せのためである。自分の幸せの
ためはたった一回であり、その最後の一回で最も命の危険にさらされる。しかし物語の最
後の城の美しい描写（後で述べる）から、Mollyの方がJackより将来の幸福が確約されて
いるように思われる。こうした点については、Jacobsと違ってde la Mareが昔話の枠をよ
い意味で大きく超えたと言えるであろう。 
さて、近頃よく問題にされている昔話のもつ残酷性についてはどうだろうか。Jacobsは
昔話の法則―口伝えから要求される《極端性》―に従い、残酷なことをあっさりと述べて
いる。 
 
Jacobs： He [The giant] . . . battered them [his daughters] until they were 
dead. ( J p.126.) 
de la Mare： . . . he [the giant]   . . . bolted them [his daughters] up in his 
great cellar. ( D p.194.) 
 
Jacobsの巨人は自分の娘たちを誤って殴り殺してしまうが、de la Mareでは「閉じ込めた」
と「食べた」という意味のある曖昧な表現“bolted”を用いている。もともとde la Mareは子
どもだからといって甘やかすのは反対というはっきりした意見をもっている35のだから、
ただ「閉じ込めた」でごまかすことはしないはずである。どちらの意味にも取れる語句（bolt
には「～をかんぬきで閉ざす」の他に「かまずに食べる」の意味がある）を用いたのは心
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憎い演出である。また、巨人がそうとは知らず、Mollyの策略で妻の入った袋を叩く姿をde 
la Mareは細かく描写しているが、残酷な印象はない。むしろ滑稽さが増すようである。巨
人の妻は果たして死んだのか、生きているのかはっきり描かれていない。これもまたどち
らにもとれる曖昧さである。Egoffも指摘しているように36、何通りにも取れる言葉の使い
方と結論の曖昧さに決着をつけるのは読者にまかすというde la Mareの小説の特徴が再話
にも表れていると考えられる。ここでひとつ取り上げなければならないのはColwellのやや
甘い解釈である。彼女はde la Mareの再話には思いやりがあるとしている。なぜならMolly
の父親は子どもたち空腹に耐えられるようにパンと糖蜜を持たせて森へ送り出したし、巨
人は自分の子どもたちを地下室に閉じ込めただけで殺していないし、巨人の妻はおそらく
死を免れたからだと、Colwellは述べている。37
“The last sentence is to me the very essence of Walter de la Mare.  There are lights 
in all the windows, ‘lights so bright that all the dark long the hosts of the wild swans 
swept circling in space under the stars . . .’”38 とColwellが指摘しているように、話の最
後に描かれている王の城の描写も無視できない。Jacobsでは“. . . , when they saw a grand 
house before them.  It turned out to be a king’s house: . . . .”（J p.126.）と突然城が現れ
るだけだが、de la MareではMollyたちが巨人の家から逃げてきて初めて王の城を見たとき、
“It stood beside a pool of water full of wild swans, and stone images there, and a 
thousand windows; and it was the house of the King.”（D p.195.）と簡潔だが城の説明が
ある。そして最後にMollyが巨人の宝を取って戻り、Mollyと末の王子の結婚の祝いが行わ
れると、先にあげた引用のように城もその周囲も明るくなる。それ以前の城はまるで眠っ
ていたようだが、Mollyたちの出現によって突然現れたような、あるいは長い眠りから覚め
たような印象を与える。加えて、物語の最後で、城は命がけの冒険をしてきたMollyの幸福
を祝福しているようである。おそらく将来Mollyを受け入れる、つまり彼女の住居となるで
あろう城がまるで彼女を喜んで迎えているように思われる。本来、昔話では森や城などが
いかに重要な存在でも、描写はしない。花や動物や道については、筋の運びに関係がある
ときにしか触れない。こうした描写欲の欠如が、ヨーロッパの昔話に明白さと確かさを与
えている。39 しかし、de la Mareは城も登場人物と同等の重さを持つ一つの要素として扱
い、ストーリーの展開において大切な役割を与えている。 
Colwellはこの話を明るく元気よくきびきびと語らなくてはならないと注意しているが、
全くその通りである。de la Mareの話はJacobsより温かみがあり、目に見えるようである。
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それは人物たちの性格・人柄・気持ちといった内面を幾分（くどすぎない程度に）描いて
いるからである。これは人物の外見や心の中を詳しく述べることはないとする昔話の法則
40に反するが、詩人の想像力と繊細で優しい思いやりのある人柄の表れと評価したい。 
ここで、絵本Molly Whuppieについて少し触れておこう。絵本と再話集Tales Told Again 
では始まりの部分がかなり違っている。下記にあるように、親である木こりの生活は大変
なため、再話集でははっきり子ども（大勢いるので下の３人）を見捨てると書かれてある
が、絵本では親が自分から子を捨てる気はなく、薪を取りに行かされた子どもたちが勝手
にあるいは運悪く道に迷ったように読み取れる。 
 
再話集： . . . he [Molly’s father] couldn’t feed them all.  . . . , abandoned them 
[his children] in the forest. They ate the bread and treacle and 
walked and walked until they were worn out and utterly lost.     
(D p.193.) 
 
絵本： . . . he could hardly feed them all.  . . . and sent them into the forest 
to gather wood. They went deep into the trees, and when they turned 
to go home they had forgotten the way. They ate the bread and treacle 
and walked and walked until they were worn out and utterly lost.41
 
また、次にあげるように、絵本ではむずかしい仮定法過去完了が書き変えられ、読みやす
くなっている。 
 
再話集： Soon they [Molly and her sisters] would have lain down together 
like the babes in the wood, and that would have been the end of 
them if, just as it was beginning to get dark, they had not spied a 
small, and beaming light between the trees. (D p.193.) 
 
絵本： Then, just as it was beginning to get dark, they spied a small and 
beaming light between the trees. 
 
会話文自体は変わらないが、レイアウトによって、絵本ではよりストーリーの展開が効果
的に描かれ、見た目にも印象を強くしている。一例をあげれば、絵本の１ページ目の最後
が“Molly Whuppie said: ‘Something to eat.’”と、続く２ページ目の最初が“‘EAT!’ SAID the 
woman.”となっていて、読者の眼と耳に与える印象は極めて強い。さらに、王の城の様子
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が絵本では当然のことながら、はっきりと描かれている。頭巾の色については、二度目が
赤、三度目が赤紫になっているが、なぜか一回目に巨人の家へ行く Molly は頭巾を着てい
ない（文では hoodとなっているが、絵本では同色の頭巾とマントを着ている）。また、Molly
の髪型も興味深い。姉２人も巨人の娘たちも昔の乙女らしく長い髪をしているのに、Molly
だけは現代風の短い髪型をしており、ボーイッシュな感じを与えている。 
この絵本は数々の昔話の絵本を手がけた Kate Greenaway 賞受賞画家 Errol Le Cain
（1941-89）のカラーの絵とシルエットによる大変魅力あるものだが、現代的に書き変え
られた内容はやや甘すぎるように思われる。 
 
“Jack and the Beanstalk” 
 
英国の民話をひとつあげるとしたら、“Jack and the Beanstalk”を思い出す人が多いだろ
う。その“Jack and the Beanstalk”の Jacobsと de la Mareの違いは“Molly Whuppie”より
大きい。“Dick and the Beanstalk”という続編とも言うべき作品を書いていることから、
de la Mareのこの民話への思い入れが大きいことも確かである。それでは両者はどのよう
に異なるのだろうか。 
 
Jacobs： There was once upon a time a poor widow who had an only son 
named Jack, and a cow named Milky-white. (J p.59.) 
 
de la Mare： There was once a boy named Jack, and he lived with his mother, 
who was a widow.  All they possessed was one old cow.       
(D p. 84.) 
 
上記は物語の出だしの文でよく似ているが、“Molly Whuppie”同様、de la Mareは初めに
誰が主役かはっきりさせている。Jacobsに比べて、de la Mareの方は一家の貧しさが強調
され、怠け者である Jackの性格が、“Jack, . . . , was idle.  At least, . . . he hated doing 
what he didn’t like doing─and that was most things.”（D p.84.）とはっきり述べられて
いる。Jacobsでも 
 
“Cheer up, mother, I’ll go and get work somewhere,” said Jack. 
“We’ve tried that before, and nobody would take you,” said his mother.  
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(J pp.59-60.) 
 
という親子の会話から、Jackが誰も雇おうとしないほど役に立たない少年であることを匂
わせているが、はっきり怠け者とは明記されていない。de la MareはMolly以上にJackとい
う人物についてかなり詳しく説明している。昔話は詳しい人物描写を必要としないため、
de la Mareが最初から昔話の法則を逸脱していることは明白である。リューティ理論によ
れば、昔話では登場人物たちは自己の決断や内面的な欲求からではなく、何らかの外的な
刺激─助言、不思議な贈り物、課題、運命の打撃など──によって行動をおこし、その引
き起こされた出来事に対応して行動しているという42。それに対してde la Mareは、下記の
ように、夢想家のJackが旅に出て世の中を見たい、財産を得てから母親のもとに戻り、ず
っと幸せに暮らしたいというまさに内面的欲求から冒険をすることになる運命を強く打ち
出している。 
 
One thing he delighted in, though, and that was to think and dream of what 
he would do in the future: of how he would go off on his travels and see the 
world, and make his fortune, and then come back to his mother, and they 
would live happily ever after. (Ｄ p.84.) 
 
結果的にde la MareではJackの夢見た通りのことが実現することになる。さらに推察する
と、Jackはその愚かさだけでなく母親の過保護的な愛故に、母親が外へ出さないとも読み
取れる。ブルーノ・ベッテルハイム（Bruno Bettelheim 1903-90）によれば、この話には、
思春期の少年が社会的あるいは性的に自己主張するのは望ましいことで、それを軽んじる
母親は愚かだというメッセージを伝えているという。43 つまり、Jackは世間知らずだから、
牛を売りに行く途中でだまされて豆と交換しても仕方がないということになる。このよう
な過保護な母親と甘やかされた息子の関係はde la Mareの他の短編小説でも度々見られる。
44 Jackはde la Mareにとっては民話の登場人物というより、身近にいる少年のように感じ
られたのだろう。あるいはJackと呼ばれていた幼い頃の自分を重ねていたのかもしれない。
また、“Mind you, Jack, . . . they’ll cheat you if they can.  They’ve got tongues like 
serpents. But if you can’t do no better, bring the old beast home again, and we’ll all 
starve together.”（D p.84.）という母親のせりふを通して、de la Mareは世間の厳しさを
かなり露骨に述べている。現実を強く感じさせることで、昔話の枠をはみ出てしまってい
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る。それにしても「二人で餓死しましょう」は過激である。だが、Jackを待っていた母親
の心配する様子、帰ってきた息子に涙を流す姿をde la Mareが丁寧に描いていることも見
落としてはならない。そこに母の深い愛を感じるからである。それに対してJacobsは昔話
の法則に従って淡々と事実だけを語っている。 
de la Mareの Jackは雌牛を売りに市場のある町へ行く途中で、暑くて道程もかなりあ
るので、すぐに嫌になって厭きてしまう。そこへ中年のやや太った青い目をした男がやっ
て来る。このあたりの描写もまた詳しい。Jacobsでは途中で老人に会うにすぎないが、一
度も会ったことのないの Jackの名を知っていることから、その老人が魔法使いであること
を匂わせる。次にあげる引用文からもわかるように、Jacobsの老人は「魔法の豆」とは一
言も言っていないが、de la Mareの中年男ははっきり「魔法の豆」という言葉を口にする｡ 
 
Jacobs： “Ah! you don’t know what these beans are,” said the man; “if you 
plant them over-night, by morning they grow right up to the sky.” 
(J p.60.) 
de la Mare： “And look well, son, for these here aren’t no ordinary beans, but 
magic beans; and once had, you’ll never want for more.”      
(D p.86.) 
 
「魔法の豆」と言う中年男はずるそうな商人のような感じを与えるが、魔法使いの雰囲気
はない。魔法という言葉を口にしない老人の方が魔法使いらしいとは皮肉なものである。 
de la Mareでは、Jackが魔法の豆（豆の色まで書かれてある）に心惹かれていく様子や
豆のつるがのびてしまった直後の Jackの興奮状態（“Jack’s heart was thumping like a 
steam engine. Then the man hadn’t cheated him! The beans were magic!” D p.89.）が眼
に見えるように描かれている。またもや昔話の法則を逸脱して、登場人物の内面を説明し
ているのである。 
牛と豆を取り換えて家へ戻った Jackを Jacobsの母親は口で叱るが、de la Mareの母親
は平手打ちを与え、泣いて家に走り込む。この感情の激しさは民話の登場人物というより、
生きた人間の正直な姿である。Jacobsの Jackはその夜罰として夕食抜きだが、de la Mare
の Jackは暗くなるまで隠れていて、夜になって家にそっと入り込み、硬くなったパンと水
を口にする。de la Mareの Jackには図太さやずるさがあるが、このたくましさが危険な
冒険を可能にするのだろうと納得できる。 
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さて繰り返しの技巧だが、Jacobsでは“Jack climbed, and he climbed and he climbed 
and he climbed and he climbed and he climbed and he climbed till at last he reached 
the sky.”（J p.62.）と“he (or Jack) climbed”が７回、de la Mareでは“he had started to 
climb the beanstalk. He climbed and climbed and he climbed and he climbed, . . . .”   
（D p.89.）と“he climbed”が４回と、数が違う。これは耳から入る本来の昔話の形を Jacobs
の方が重視して受け継いでいるからであると考えて間違いないだろう。しかし、おもしろ
いことに de la Mareでは Jackが人食い鬼（an ogre）の城へ二度目、三度目と行くときも
一回目と全く同様に、“he climbed”の繰り返しが 4回あるの対して、Jacobsは二度目が 6
回、三度目が４回と数が減っていく。 
繰り返しの数の他に、豆のつるを登りつめた先の場所のとらえ方も両者は異なる。 以下
にあげる引用のように、Jacobsではすぐに道が見つかり、その先には人食い鬼の大きな家
があるが、それ以外のものについてはいっさい触れていない。一方、de la Mareは人食い
鬼の城を含む広い空間を別世界としてとらえている。 
 
Jacobs： And when he got there he found a long broad road going as straight 
as a dart.  So he walked along and he walked along and he walked 
along till he came to a great big tall house, . . . .  (J p.62.) 
 
de la Mare： Jack stepped off, and found himself in a strange country 
indeed.  . . . .  It was a country of smooth open hills and 
verdant valleys, no fences, walls or hedges, with a low shallow 
sky over all, and not a single house or habitation to be seen, 
except in the distance where stood a huge, louring Castle. 
 (D p.90.) 
 
口伝え故にストーリー重視の民話に欠けている部分─人食い鬼の住む城と周囲の描写─を
de la Mareは想像力で埋めているのである。 
埋めている部分は他にもある。de la Mareでは Jackが人食い鬼の城へ向かうまでの周
りの情景描写や彼の心理状態から、Jacobsにはない緊張感と恐怖感が味わえる。城の中で
も、Jackが隠れる場所を細かく述べることで、手に汗を握るといった主人公と読者の一体
感がある。de la Mareの Jackは一度目は戸棚、二度目はかまど（何に使われているかも
説明している）に隠れる。一方 Jacobsは一度目と二度目は同じ場所─かまど（oven）─に
―97― 
埼玉女子短期大学研究紀要 第 13号 2002.03 
隠れる。“Molly Whuppie”で述べたように、民話の主人公は経験知がないので同じ場所に
何度隠れても不思議ではない。面白いのは JacobsのMollyは三回とも同じ場所に隠れたの
に対して、Jacobsの Jackは三回目は de la Mare同様、大釜（copper）に隠れる。しかも
人食い鬼の妻がかまどに隠してくれた前の二回と違って、三回目は彼女が水汲みに家を空
けた隙に忍び込んで隠れる。これは二度目の時に、程度は弱いが人食い鬼の妻に金貨の紛
失を疑われたからである。その二度目の訪問時の人食い鬼の妻のせりふを比べてみよう。
（de la Mareではなぜか「人食い鬼の妻」という語は使わず、“the woman”としている。
それに対して Jacobsは“the great big tall woman”あるいは“the ogre’s wife”としている。） 
 
Jacobs： “Go away, my boy,” said the big tall woman, “or else my man will eat 
you up for breakfast.  But aren’t you the youngster who came here 
once before?  Do you know, that very day, my man missed one of 
his bags of gold.” (J p.64.)    
 
de la Mare： Only a few weeks before, she told him, she had taken pity on a 
poor boy─and a boy much of the same looks and height as 
himself, though younger─. . . all the rascal had done in return 
for her kindness was to steal some of the Ogre’s money and run 
away in the dark. (D p.97.) 
 
Jacobs の Jack の方が多量に金貨を盗んでいるのに、人食い鬼の妻はなくしたと言ってい
る。しかも Jackがそのことで教えてあげられかもしれないと水をかけただけで、彼女は食
べ物を与えるほどお人好しで単純である。de la Mareでは服装─冒険に出かけるに際して、
de la MareのMollyが毎回頭巾の色を変えたように、de la Mareの Jackは女の人が自分
のことを覚えているといけないと思って、前とは違う帽子と上着を着る─を変えて来たに
もかかわらず、女は Jackをはっきり疑っている。しかも間接話法で少し和らげてあるとは
いえ、以前に城へ来た少年に恩を仇で返されたと厳しく指摘している。なかなか家の中へ
入れてくれない女に、Jack は何度も何度も頼んで承知してもらう。三度目は、Jacobs の
Jackが人食い鬼の妻に知られずに忍び込むのに対して、de la Mareの Jackは再び人食い
鬼の妻と出会い、間接的にだが、再び宝の盗難を強く非難される。しかし Jackが人食い鬼
の妻に“. . . if that old Ogre is such a cruel wicked wretch as to lay hands on a beautiful 
lady like you, he deserves to be boiled, he does.”（D p.101.）と言うと、彼女がとたんに
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やさしくなり、人食い鬼は前に来た男の子を二人食べてしまったのにうそをついているの
だというジャックの言葉を簡単に信じてしまう。たとえ子どもの言うことでもお世辞に弱
いという女性の特徴をさりげなく誇張化しているのは滑稽であるが、痛烈な皮肉ともとれ
る。Jacobsには決して見られない de la Mareの現代的なユーモアである。 
Jacobsの Jackは人食い鬼のもとから盗んできた金貨が底をつくと、“Jack made up his 
mind to try his luck once more up at the top of the beanstalk.”（J p.64.）と運試しに再び
豆のつるを登る。一方 de la Mareの Jackは暮らしには困らないが、空の上の不思議な国
のことが忘れられず、別世界へ冒険の旅に出かける。心理描写を描かないという昔話の法
則に従った Jacobsの方が現実感が強い─経済的理由から人食い鬼の家へ行き、金目の物を
持って来ようと考えている─のは皮肉なものである。 
 
But though the days passed pleasantly enough, it was impossible for Jack 
to get the Beanstalk out of his head.  It grew denser and greener every day, 
and now its flowers had begun to open . . . .   
He longed beyond telling to be up on high again and to have just another 
peep at that strange, still, silent country. At last, one night as he lay in bed, he 
made up his mind that early the very next morning he would make another 
start, . . . . (Ｄ p.96.) 
 
上記の de la Mareの文章を読むと、豆のつるが毎日大きくなっていく様子と自分で抑えら
れないほど膨らんでいく好奇心が一致していることから、冒険を求める Jackの心の動きが
よくわかる。Jackは二度の冒険でも満足せず、再度豆のつるを登って運試しをしようと決
心する。その理由は前と同様に、Jacobsでは運試し、de la Mareでは冒険心からで、下記
のように Jackは昼も夜も城や宝物を夢見ている。 
 
. . . he simply couldn’t be happy long at home, but pined for fresh adventures, 
thinking and dreaming night and day of the Castle and of the treasures he 
had seen in it, of the Ogre and the far silent country in which he lived.      
(D p.100.) 
 
Jacobsとde la Mareでは雌鳥にかける魔法の言葉が全く違う。（雌鳥の説明もde la Mare
は詳しく、当然のことながらJacobsにはない。）Jacobでは“Lay”「産め！」というだけで、
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雌鳥は金の卵を産む。Jackが家へ帰っても同様に“Lay”というと金の卵を産んだ。しかし、
de la Mareでは“Henny-penny, henny-penny, henny-penny, hey! /Cl’kk, cl’kk, cackl , 
cackle, lay, lay, lay!” （D p.98.）という面倒な言葉を口にしないと金の卵を産まないこと
が盗んだ後でわかる。詩的な音楽のような言葉については金のハープのところでさらに強
調される。Jacobでは “Sing!”というとハープは奏で、Jackがつかむとハープは“Master!  
Master!”と大声で叫ぶ。de la MareではJackが竪琴の糸にさわると音楽はやみ、掴んで逃
げると、ハープは助けを求めて、“Ma ter!  master!  master!  maste ! /The robber uns, 
but run thou faster! ”（D p.104.）と叫ぶ。ハープの音色は甲高く、もの悲しく、突き刺す
ような…とハープの大きさや音色まで詳しい。昔話のなかで音響と香りが美的価値として
あらわれることのもっとも多いのは、本来の伝承的な語りの昔話から離れた文学的な再話
作品においてであるというリューティの理論
e
s r r
45から判断すれば、雌鳥やハープを用いて歌
や音楽を美しく表現しているde la Mareの作品は昔話の要素を十分に持っているが、あく
までも再話であり、文学なのである。詩人である彼は詩あるいは歌の部分をとりわけ大切
にし、発展させたのであろう。 
最後に人食い鬼はこん棒を持って Jackを追いかける。de la Mareでは Jackが人食い鬼
に追いかけられながら、豆のつるをおりていく様子がリアルに描かれている。命からがら
豆のつるを降りてきた Jackは人食い鬼を殺すために、Jacobでは母親に斧を持ってきても
らうが、de la Mareでは自分で斧を薪小屋から取ってくる。人食い鬼の最後を描いた部分
を比較してみよう。 
 
Jacob： But Jack jumped down . . . gave a chop at the beanstalk which cut it 
half in two.  . . . .  Then Jack gave another chop with the axe, and 
the beanstalk was cut in two and began to topple over. Then the ogre 
fell down and broke his crown, and the beanstalk came toppling after. 
(J p.67.) 
 
de la Mare： . . . he [Jack] . . . , caught up an axe, . . . and hacked and hacked 
and hacked and hacked. But only just in time.  Down at last 
came the Beanstalk, down toppled the Ogre, and with such a 
thump his neck was broken there and then, and he never 
stirred more. (D p.106.) 
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人食い鬼の死に方は de la Mareの方がテンポが速く軽快で、映画の一場面を見ているよう
である。 
最後に Jack は立派な王女と結婚していつまでも幸せに暮らしたとなったという Jacobs
の物語の終わり方はやや唐突である。一方 de la Mareでは、豆のつるが再び芽を出してか
ら 6ヵ月後の夕方、Jackと母親が楽しく暮らしていると、雌牛が突然戻ってくる。これが
市場に雌牛を売りに行く途中で会った男、あの魔法の豆をくれた男によるものなのかどう
かは明らかにされていない。“Nobody knows. But then, Nobody can’t say.”(D p.106.)と、
すべては謎であり、謎を残したままで話が終わっているのはいかにも de la Mareらしい。
しかし王女と結婚するという結末より現実的ではないだろうか。 
さて、ここで絵本について簡単に触れておこう。1959年に Alfred A. Knopf社から出版
された絵本 Jack and the Beanstalkは Joseph Lowが絵を描いている。先に取り上げた
Le Cainとは違って、挿絵に近い描き方である。文章は Told A ainから採ったものと明記
されているように、Molly Whuppieのような書き換えはない。装丁は確かに絵本だが、絵
本にしては文字数が多く、豆のつるをイメージしてのことか、縦 31センチ、横 14.5セン
チの縦長の本で、子どもには読みづらいと思われる。そのためだろうか、現在では入手不
可能である。 
g
 
“The Three Sillies” 
 
絵本ではないが、独立した一冊の本として 1991 年に de la Mare 作として Creative 
Education Inc. (Minnesota) から出版された The Three Silliesは文字の大きさ・形・色─
大文字ばかりの文やイタリック体の文、文頭の一文字だけ色をかえるなど─や配置（行の
長さに変化をつける、行と行の間に色線を置く、幾つかの文の前に  や□を置くなど）
に様々な工夫がなされている。 
出だしの文は昔話の伝統にならって、Jacobs の文とよく似ている。下記の引用の通り、
両者とも登場人物たちに名前がなく、de la Mareも他の民話のように、主人公 a gentleman
を先に登場させることもしていない。 
 
Jacobs： Once upon a time there was a farmer and his wife who had one 
daughter, and she was courted by a gentleman. (J p.9.) 
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de la Mare： There was once a farmer and his wife who had a daughter, and 
this daughter had a sweetheart, and a gentleman he was.     
(D p.125.) 
 
この紳士は婚約者のいる農家へ、Jacobsでは毎晩、de la Mareでは週に 3日、娘に会いに
来て夕食を食べる。娘が地下へビールを取りに降りて行って見つけるのは、Jacobsでは a 
mallet（木槌）、de la Mareではan old chopper（古い肉切り包丁）で、どちらも梁にひっ
かかっている。この違いは時代の違いであろう。アールネの「昔話の変化の法則」によれ
ば、「古くなった事物とか概念とかを近代化することも、知らないものを知っているものへ
変化させることである。われわれの時代がもはや知らない、あるいはすくなくとも以前と
同じ意味をもたない事物は、新しいものと取りかえられる。」46現代では木槌といわれても
わかりにくいので、de la Mareが包丁に変えたのももっともなことである。しかしながら、
全体的にはde la Mareらしく、様々な点でJacobsより描写が詳しい。そのことがこの話で
はせりふにも表れている。娘の取り越し苦労というより愚かさを語るせりふを較べてみよ
う。 
 
Jacobs： “Suppose him [the gentleman] and me was (sic) to be married, and 
we was (sic) to have a son, and he was to grow up to be a man, and 
come down into the cellar to draw the beer, like as I’m doing now, 
and the mallet was to fall on his head and kill him, what a dreadful 
thing it would be!” (J p.9.) 
 
de la Mare： “Now supposing me and my gentleman up there get married 
soon, and we have a son we do, same as my mother and father 
had a daughter, and that son we have grows up and grows up, 
and keeps a-growing up, and when at last he’s quite grown up 
he comes down here some evening, same as me here now as you 
might say, to draw the beer for supper, and that there old 
chopper comes whopp down on his head and chops off his head
─my! what a dreadful, dreadful, dreadful thing it would be! ”  
(D p.125.) 
 
長さからいっても、耳で聞くにはJacobsの方がわかりすいのは一目瞭然である。de la Mare
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の長いせりふは強調のための同じ語の繰り返しによるものである。grow や dreadful が目
立つ。また、Jacobs が “they”であるのに対して、de la Mareでは“the farmer and his wife 
and the gentleman”と丁寧に書いている。それに対して、馬鹿馬鹿しいとも言える娘の悲
しみに対する両親の反応は Jacobsの方が詳しいばかりか、紳士が出て行った直後の 3人親
子の様子についての記述は de la Mareにはほとんどない。 
 
Jacobs： “Dear, dear!  what a dreadful thing it would be!” said the 
mother, . . . and started a-crying too.    .  .  .  . 
“Dear, dear, dear!  so it would!” said the father, . . . and started 
a-crying. (J p.10.) 
 
de la Mare： “Oh,” said he [the father], “what a dreadful, dreadful, dreadful 
thing it would be!” And . . . he . . . burst out a-crying. (D p.126.) 
 
上記の de la Mareのせりふは父親のもので、母親のせりふはない。母親は娘の話を聞いて
泣くだけである。Jacobsは直接話法を中心に、平坦な道を進むように話が語られているの
に対して、de la Mareは直接話法も間接話法も使いながら、詳しい描写部分と全く触れな
い部分を巧みに組み合わせて、起伏のある話に作り上げている。 
親子の愚かさに呆れた紳士が家を出て行く時のせりふについては、次にあるように de la 
Mareは silliesとその変形（ヴァリエーション）を繰り返し使っている。 
 
Jacobs： “I’ve travelled many miles, and I never met three such big sillies as 
you three before; and now I shall start out my travels again, and 
when I can find three bigger sillies than you three, then I’ll come 
back and marry your daughter.” (J p.11.) 
 
de la Mare： “Well, . . . of all the sillies I ever set eyes on, you three are the 
silliest.  . . . .  Off I go to-morrow morning, . . . if ever I find 
three sillies sillier than you three sillies, I’ll come back there 
and then, and we’ll have the wedding.”  (p.128.)  （下線は筆者
による） 
 
これだけ silliesが繰り返されれば、嫌でも聞き手あるいは読み手の心に残るだろう。この
タイトルにもある three silliesは、親子３人を意味すると同時に、紳士が旅の途中で出会
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う三通りの馬鹿をも表している。その三通りの馬鹿についての記述を取り上げて較べてみ
よう。 
一番目の馬鹿 … 雌牛に梯子を登らせて、屋根の草を食べさせようとした女 
Jacobs： Well, that was one big silly. (J p.12.) 
de la Mare：“Well, of all the silly sillies that was one!”  (D p.129.) 
二番目の馬鹿 … ズボンの履き方を知らず、部屋の端から走って行ってズボンに中に飛
び込もうと、汗だくになって何度も繰り返す男 
Jacobs：So that was another big silly. (J p.13.) 
de la Mare：“Well, of silly sillies, . . . hang me if that wasn’t sillier silly still.” 
(D p.130.) 
三番目の馬鹿 … 池に映っている月を見て、月が池に落ちたと思い、上へあげようとし
ている村人たち 
Jacobs：  特に記述はない。 
de la Mare： “Well, . . . well, taking thirty or forty heads for one; they were 
the very worst silly I’ve ever seen.” (D p.130.) 
 
Jacobsは「一人の馬鹿者がいた」と淡々と語るに過ぎないのに対して、de la Mareは名詞
と形容詞の sillyを複数形や比較級・最上級に形を変えたりすることで重ねて用いている。 
この民話の最後の文章は両者の違いを比べるのに注目すべき部分である。 
 
Jacobs： So there was a whole lot of sillies bigger than them three sillies at 
home. So the gentleman turned back home again and married the 
farmer’s daughter, and if they didn’t live happy for ever after, that’s 
nothing to do with you or me. (J p.14.) 
 
de la Mare： . . . he [the gentleman] turned back again, . . . and married the 
farmer’s daughter.  And that being so, maybe he was the 
silliest silly of all silly sillies. But who’s to say?  (D p.130.) 
 
Jacobsの「二人がその後幸せに暮らさなかったとしても我々には関係ない」という最後の
文は民話によく見られる結末句であるが、de la Mareの文は皮肉というスパイスが効いて
いて面白い。「馬鹿な娘と結婚した紳士が一番馬鹿ではないか」という聞き手（あるいは読
者）への問いかけは、de la Mareあるいは英国人がこの民話についてずっと抱いていた率
直な感想に違いない。このユーモアたっぷりの締めくくりにはおそらく誰もがにんまりす
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るであろう。 
 
Jacobsは伝統的なストーリーをできるだけ忠実に伝えているのに対して、de la Mareは
伝統的なストーリーを妨げない程度に肉付けをしたといえる。de la Mareは登場人物、と
くに主役をくっきりと浮かび上がらせ、その人柄・性格をはっきりさせている。昔話の浮
世離れした人物ではなく、現代社会にでも通用しそうな血の通った人物として我々の目に
映る。リューティによれば、昔話は状況描写や心の中の動きには全く関心を持たない。叙
事詩的に出来事を次々と語る。その出来事の中で行動している登場人物の気持ちは聞き手
や読者の想像にまかせられている。47つまり心の内面・内面世界を語らない。従って、Jacobs
は昔話の法則に忠実に従い、詳しい描写によって昔話の形がくずれないようにしたのであ
る。一方、あえて昔話の法則を破ったde la Mareは、読者や聞き手が内容をより深く理解
するために、よりはっきりと話のイメージを描くためにヒントを与えている。 
 
 
Ⅲ 再話から文学へ 
 
第Ⅱ章で取り上げた 3篇は基本的には Jacobsの民話と変わらない。筋や結論を変えるこ
とはせずに、いくらか変化をつけたり、補足したにすぎない。この章ではもう一歩進んだ
de la Mareのアレンジの仕方を考察するために、再話集 Tales Told Againの中の誰もが知
っている民話をいくつかとりあげる。すぐれた再話を生み出すには、もとの昔話への深い
愛情と理解の上に豊かな想像力と独創性が必要とされるが、de la Mareはそのすべてを備
えていたといえるだろう。 
年代・性別を問わず、昔話といえば誰でも真っ先に思い浮かべるのは「シンデレラ」
“Cinderella”であろう。世界の至る所に同じような話が存在していることもよく知られてい
る。そのタイトルを de la Mareは「シンデレラとガラスの靴（スリッパ）」“Cinderella and 
the Glass Slipper”にしているが。これは ペローの「シンデレラ、または小さなガラスの
靴（スリッパ）」“Cinderella, or the Little Glass Slipper”をもじったものと推測される。 
 
There was once upon a time, a gentleman who married for his second wife 
the proudest and most haughty woman that ever was known.48
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Once there was a gentleman who married, for his second wife, the proudest 
and most haughty woman that was ever seen.49
 
上記のように、「シンデレラ」の物語は、父親とその後添いの妻、つまりシンデレラの継母
のことから始まるのが普通である。しかし、de la Mareの場合は下記の引用にあるように、
シンデレラとその姉たち、すなわち 3姉妹については述べているが、親は登場しない。 
 
There were once upon a time three sisters who lived in an old, high, stone 
house in a street not very far from the great square of the city where was the 
palace of the King. The two eldest of these sisters were old and ugly, which is 
bad enough. They were also sour and jealous, which is worse. And simply 
because the youngest (who was only their half-sister) was gentle and lovely, 
they hated her. (D p.44.) 
 
考えてみれば物語の展開に重要な人物は両親よりライバルの姉たちなのだから、両親が不
在でも支障はないのである。ここで興味深いのは、de la Mareがシンデレラがその姉たち
と血がつながっている―異父姉妹または異母姉妹“the youngest (who was only their 
half-sister)”―という発想をとっていることである。それは本来の昔話の姿なのである。な
ぜなら、ベッテルハイムによれば、「シンデレラ」は非常に極端な形をとったきょうだい間
の競争意識の本質をなす苦しみと希望をめぐる物語であり、昔話の中ではきょうだい間の
競争が腹違いのきょうだいの間の関係に置き換えられているという。50 きょうだい間の憎
悪をないものとしたい大人たちの考えが、「白雪姫」の実母を継母にかえたように、「シン
デレラ」の姉たちをいつのまにか血のつながらない姉妹にしてしまったのである。そこを
本来の昔話の形に戻したde la Mareは決して現実から眼をそむけない考え方を持っていた
と言えるだろう。 
 
. . . .  By day she did the housework―cooking and scrubbing and sweeping 
and scouring. She made the beds, she washed their linen, she darned their 
stockings, she mended their clothes. She was never in bed till midnight; and, 
summer or winter, she had to be up every morning at five, to fetch water, to 
chop up the firewood and light the fires. In the blind, frozen mornings of 
winter she could scarcely creep about for the cold. (D p.44.) 
シンデレラが一人で家事に奮闘している様子は上記の描写から目にみえるようである。具
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体的に家事の内容が詳しく挙げられていることから、シンデレラの忙しさに現代の読者も
十分納得できるし、それだけ働いたのなら後の幸福のチャンスも手に入れて当然と思うだ
ろう。シンデレラというあだ名が台所のかまどの燃え殻（cinders）からきていることも説
明されている。シンデレラがどんな素性の娘かは不明だが、姉たちに憎まれても明るく働
きつづける姿には、ひたすら結婚に憧れる昔の女性ではなく、現代女性のたくましさを強
く感じる。 
シンデレラが 18歳の時、王は十二夜に大舞踏会を宮殿で開催するが、この舞踏会の様子
が城の外の通りの華やかさに至るまで詳しい。翌日は一人息子の王子の 21歳の誕生日であ
る。姉たちが舞踏会を楽しみに、仕度に余念がないあわただしい様子もよく描かれている。
こういう描写は本来口伝えの民話にはないが、昔の物事の知識のない読者には物語の内容
だけでなく、昔の生活や文化を理解するのに役立つに違いない。 
シンデレラの妖精の教母“Godmother”である“Old Stump-Stump”（stumpは「燃えさし、
吸殻、義足、ずんぐりした人」を意味する）はシンデレラの洗礼式に来たが、それ以来彼女
の存在を忘れてしまったようで、一度も姿を見せていなかった。背中にこぶがあり、風変
わりな服を着て、先のとがった帽子をかぶっている老女というその姿は印象的でユニーク
である。この妖精は性格が明るくユーモアがあり、松葉杖を振って魔法を行う。その松葉
杖でシンデレラのぼろぼろの靴がタイトルにもある美しい靴（スリッパとは舞踏会用の軽い
上靴のことである）に変わる場面をとりあげてみよう。 
 
. . . she [Godmother] jerked up the tip of her crutch again, and, behold, the two 
old patched-up shoes seemed to have floated off into another world and come 
back again. For in their stead was a pair of slippers the like of which 
Cinderella had never seen or even dreamed of. They were of spun glass and 
lined with swansdown, and Cinderella slipped her ten toes into them as easily 
as a minnow slips under a stone. (D p.52.) 
 
ここで注目したいのは“spun glass”である。ペローのシンデレラの靴はガラス製ではなく、
毛皮製であることは確かであると述べていたde la Mare51が、タイトルに“glass”を入れて
まで苦心して考え出した靴は“spun glass”（「糸ガラス、繊維ガラス」）52が素材で白鳥の綿
毛で縁取られている。この靴ならばガラスを使っていても現実に履くことができそうで、
且つ、優美なイメージを与えてくれると考えたのだろうか。靴一足でこれだけ詳しいのだ
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から、他の場面の描写の詳しさについては想像がつくだろう。この靴も含めてシンデレラ
が美しくきらびやかに変身する過程は実に丁寧に描かれている。まるで女性が身仕度に時
間がかかるのと同じである。昔話の法則を破っているにしても、これこそ読者、とりわけ
女性が最も詳しく知りたい内容である。子どもの頃から昔話についてあれこれ考えるのが
好きだったde la Mareはそれがよくわかっているからこそ、ここぞとばかり筆をふるった
のだろう。仕度の長さに較べて、城への移動はあっという間である。（“―she was gone in a 
flash.” D p.54.）この時間の扱い方は昔話ならではのものである。 
舞踏会の翌日はお決まりのガラスの靴の持ち主捜しである。（昔話では舞踏会は三回開か
れることが多いが、de la Mareは一回にしている）靴試しの時に、一人は足指をもう一人
は踵を切ったため足が不自由になった姉たちは、かつては妖精のことを “Old 
Stump-Stump”と嘲っていたのが、最後には近隣の人たちに“the Two Old Stump-stumps”
（D p.60.）と呼ばれ、笑われるようになってしまう。姉たちが自らその罰を招いた―自分
で足を不自由にした―というのは昔話にしては手ぬるい処罰（昔話は善悪をはっきりさせ
るため、処罰はきびしく、時にはかなり残酷に語られた）だが、昔話のモティーフを用い
ていることは確かである。 昔話では悪は自滅すると信じられているため、罪を犯した者が
自分自身に判決を下すことがよくある。53「ヘンゼルとグレーテル」の魔女はグレーテル
を焼き殺そうとした自分のかまどで自滅するし、「鵞鳥番の娘」の偽の花嫁は王に聞かれた
時に答えたやり方で自分が処刑される。残酷さのレベルはかなり違うが、基本は同じであ
る。 
｢シンデレラ｣ほどではないが、絵本の題材によく取り上げられている民話に「12人のお
どる王女さま」“The Dancing Princesses”がある。全体的にグリムの「踊って擦り切れた
靴」（“Die zertanzten Schuhe”）に近い内容だが、最も違っているのは結末―12人の踊る
王女さまの秘密をといた老兵士が望んだもの―である。グリムの老兵士は自分の年齢を考
えて一番年上の王女と結婚し、やがては王座につく。似たような話は世界各地にあり、一
番若い王女と結婚する場合もある。de la Mareの老兵士が褒美として王に要求したものは、
ほんの一瞬王座に座って王の気持ちを味わうことと、家畜として飼う豚であった。王に望
みのものをきかれたとき、老兵士の頭に浮かんだのは、王女の秘密を説く鍵と魔法の上着
をくれた森で会ったおばあさん（魔女）と彼女が連れていた豚であったというのは気にな
る部分である。この老兵士は王女との結婚を望まず、分相応な幸せ、欲張らない幸せを手
に入れて満足している。もともとそういう人柄だから褒美をもらえたのか、それともおば
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あさんに森で会ったことは偶然ではなく、人格テストではなかったのか、いろいろと考え
させられる結末である。もしかしたら、子どもはこの現実的な結末に、このささやかな褒
美にがっかりするかもしれない。しかし、この昔話の極端性を裏切った結末はなんと爽や
かだろうかと思わずにはいられない。また、de la Mareの老兵士が 12 人の王女たちに同情
し、夜通し一緒に踊った 12 人の王子たちとの結婚を王に勧めるのに対して、グリムでは王
子たちが夜 12 人の王女たちと踊った日数だけ、また魔法にかけられてしまうという結末に
おわっている。結婚式と呪い（罰）で終わるグリムと、ささやかな幸せと深い人間愛で終
わるde la Mareとどちらがよいかは簡単には決められないが、未来に育つ子どもたちに読
み聞かせるにはde la Mareの話は適していると思われる。ColwellはHumblepuppy and 
Other Stories for Tellingにde la Mareの“The Dancing Princesses”を収めている。その解
説によれば、これはファンタジーを喜び、言葉の音とリズムを楽しむ人のための話であり、
“In the filmy silver of the moon,” “to the music of harp and tambour and pipe,” “the 
scarlet shafts of morning”のようなde la Mareの美しい言葉がもたらす夢のような雰囲気
が物語を輝かせているという54が、全くその通りである。 
「赤頭巾」“Little Red Riding Hood”はその結末がよく問題にされる。ペローでは赤頭
巾が狼に食べられたところで終わり、グリムでは通りかかった猟師がはさみで狼の腹を切
り開いて赤頭巾とおばあさんを助け、腹に石をつめこまれた狼は死んでしまう。恐らくペ
ローの方が伝承民話に近い形であろう。しかしそれでは残酷だというので、グリムは「狼
と 7匹の子山羊」（“Der Wolf und die sieben jungen Geiβlein”）のモティーフを借りて、
後から二人を助ける結末を付け足したと言われている。「赤頭巾」は今日に至るまで多くの
作家によって何度も再話化されてきた55。その一つであるde la Mareの「赤頭巾」はかなり
の変形だが、様々な点で秀作である。民話の要素をもった現代版「赤頭巾」であるのは明
らかで、魔法が使われるお伽話と言える「シンデレラ」や「12人のおどる王女さま」とは
違う。それでいて読者をうならせる内容である。話の最初から、赤頭巾の虚栄心が強く、
欲張りで、親を困らせるくらい我儘な姿が詳しく描かれているのには圧倒される。 
 
She was so vain she couldn’t even pass a puddle without peeping down into it 
at her apple cheeks and yellow hair. She could be happy for hours together 
with nothing but a comb and a glass; and then would sit at the window for 
people to see her. Nothing pleased her better than fine clothes, . . . .  (D p.74.) 
櫛と鏡さえあれば何時間でも幸せになれたというこの少女のナルシストぶりは白雪姫の継
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母をしのぐほどである。また、“. . . as Grannie’s in bed, I shall have plenty to eat when I 
get there because I can help myself, and I can bring something home in the empty 
basket. Grannie would like that.”（D p.75.）と考える自己中心ぶりにはシンデレラの姉た
ちも脱帽だろう。de la Mareの話では、おばあさんと赤頭巾を食べた狼を殺し、二人を無
事助けるのは樵である。狼の腹からで出来た赤頭巾が息がつけるようになって最初にした
ことは、鏡へ走っていって金髪のまき毛をとかし、頭巾のしわをのばすことだった。そこ
まで虚栄心が強いとあきれるより感心してしまう。おばあさんは狼に食べられたとき 70 歳
だったが、あと 20 年間しか生きられなかった、また狼の腹の中に一時間いたことはその暖
かみと強い締め付けでリューマチに驚くほどよく効いたという一節もなんとも滑稽である。
この作品を Jack Zipes（1937-）は以下のように分析している。 
 
In England and Ireland during the 1920s and 1930s . . . .  The reigning 
fairy-tale writers of this period were of a conservative bent, . . . there was a 
strong tendency to dwell on the preservation of traditional moral values.  . . . 
and it is within the British context of upholding solid Christian ethics 
threatened by radical political movements and moral decadence that one 
must regard the versions of Little Red Riding Hood written by Walter de la 
Mare in 1927. . . .  De la Mare transforms Little Red Riding Hood into a 
pouting, spoiled little shrew who must be taught a lesson. Her vanity and 
greed lead to the swallowing scenes by the gluttonous wolf. Only the reliable 
woodman, full of good British common sense, is capable of rescuing granny 
and her granddaughter. As usual, virtue in the form of law and order 
triumphs over chaos in the form of the voracious wolf.56
 
de la Mareは赤頭巾を戒めを学ばせるべきじゃじゃ馬へと変身させ、その虚栄心と強欲が
狼に呑み込まれる結果を招くとしているが、それにしては結末が甘いように思えてならな
い。良き英国の常識を持つ者が樵というのは、その職業が伝統的であることからも当時の
保守的傾向に合った人物とみなされたのだろう。法と秩序に形を変えた美徳が狼に形を変
えた混乱状態を打ち負かすなどと堅苦しく難しく解釈するより、次にあげる最後のひねり
の効いた一文を素直に笑った方が物語を楽しめるのではないだろうか。 
 
Else, Red Riding-Hood and her Grannie would certainly not have come out of 
him[the Wolf] alive, and the people in the village would have had to bury the 
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wicked old rascal in the churchyard─where he would have been far from 
welcome. (D p.83.) 
 
もし狼の腹の中から二人が生きて出て来られなかったら、村の人々は教会の墓地に悪党で
ある狼を埋葬しなければならなかったでしょうという最後の文は、ユーモアたっぷりの皮
肉に包まれた強烈なパンチといえるだろう。おそらくこの文を読んだ人は誰でも思わず拍
手喝采を送るに違いない。   
「赤頭巾」に較べると、「白雪姫」“Snow-White”の結末は迫力に欠ける。グリムの「白
雪姫」（“Sneewittchen”）では白雪姫の結婚式に呼ばれた継母はそこで真っ赤に焼けている
靴に足を入れ、地面に倒れて死ぬまで踊らなければならなかったが、de la Mareの継母は
白雪姫の結婚後、皆に憎まれ、恐れられ、次第にやせて憔悴し、病気になり、寝ても覚め
ても白雪姫の思い出に取り付かれる。そして臨終の時、最後に王妃がいつもと同じ質問 
“Looking-glass, looking-glass on the wall, / Who is the fairest of women all?”（D p.153.）
を鏡にすると、 
 
“Fair, in s o h, wert thou, I ween, o t
But Snow-White too is now a Queen. 
Fairer than she is none, I vow. 
Look at thyself!  Make answer!  Thou!” (D p.154.) 
 
という返事（およそ昔話にはありえない答えだが）が返ってくる。すると、鏡は継母の手
から滑り落ち、粉々に床に飛び散り、同時に継母の血は凍ってしまい、翌朝、王妃が死ん
でいるのを召使が見つけるのである。グリムの継母の死は死刑に等しいが、de la Mareの
場合はノイローゼか神経衰弱になり、食事も摂らず、肉体は弱り、精神が錯乱して死んだ
と考えられる。犯罪―白雪姫に対する殺人未遂―を犯した者がたどる自滅の末路ともいう
べき継母の王妃の最後は、現代的でドラマティックだが、哀れさも残る。 
ペローに代表される「眠りの森の美女」“The Sleeping Beauty”も愛される昔話として
は「シンデレラ」に次ぐものであろう。de la Mareの「眠りの森の美女」は初めの方は簡
潔である。その反動か、王女が眠りにつくところ、眠っている姿、王子が王女を探しあて
るところの描写は細かい。糸紡ぎのつむが王女の親指に刺さり、悪い妖精の魔法が王女の
体内に入り、まぶたが閉じ、二本の手が滑り落ち、頭がたれてやがて眠りにつく様子や、
王、王妃、宝石保管係、天文学者、貴婦人たち、料理番、召使たち、台所の下働き、庭師、
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馬丁、家畜の世話係など城の内外の人々だけでなく、魚や蝿や蜂や蛾が眠りにつく様子ま
でも詳しく描かれている。そしてすべてが眠りについている状態―風景も―が保たれ続け
ていることも描かれている。何年とは言わずに、99回の冬を迎えた後、隣国の王子がやっ
て来るのは 4 月の最後の日というのは、いかにもロマン漂うお伽話にふさわしい。やはり
目覚めは春なのだ。王子は子どもの頃、乳母に眠り姫と年老いた妖精の呪いの話を度々聞
かされていた。王子が苦労して王女のもとにたどり着くまでのようす、王女を含めて全て
が目覚めるところがまた丁寧に描かれている。速いテンポで駆け足のように語るところと、
スローモーションのようにゆっくりとスポットライトを当てる描き方は、メリハリがあっ
て映画を見ているようである。そしてここでもまた、最後の文にはスパイスを思わせるさ
さやかなひねりが効いている。 
 
The dancing and feasting, with music of harp and pipe and drum and tabor, 
continued till daybreak; for, after so long a sleep, the night seemed short 
indeed. (D p.192.) 
 
こうして de la Mareは民話の柱とも言うべき大筋は変えることなく、主人公の境遇や性
格を色付けし、さまざまな描写で肉付けして発展させた再話を完成させ、Tales Told Again
を生み出したのである。子どもの頃に豊かな想像力で民話の隙間を埋めて楽しんだ遊びが、
再話という文学になったのである。やがて制約がある再話の枠を越えて、de la Mareは民
話をモティーフにした独自の物語を作りだしていく。 
 
De la Mare’s own stories for children reflect his love of the old folktales; in fact, 
many of them are “literary folktales” incorporating into them character types 
and situations reminiscent of traditional tales.57
 
上記の引用文は Jon C. Stott が de la Mareの物語のもつ民話性について述べているもの
だが、実際彼の多くの作品には伝統的な民話のモティーフや要素が生かされている。その
代表としてまず一番に取り上げられるのは、“Jack and the Beanstalk”の続編ともいうべき
“Dick and the Beanstalk”であろう。父親と暮らす Dickはある日、かつて Jackが住んで
いた小屋と萎びた巨大な豆のつるを見つけ、よじ登り、人食い鬼の国へ行き、Jackが殺し
た人食い鬼のひ孫に出会う。今度は人食い鬼がイングランドに来るという発想、前とは違
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う 3つの宝（魔法の靴と時計とロケット）、そして誰も死なないという結末。人食い鬼とそ
の妻は前よりは賢いが、やはり少年にだまされるというストーリーの展開など伝統的な昔
話にはない細かい工夫が妨げにならず、読者を話に強く引き付ける。Margery Fisherも詩
人によって描写される田舎の風景の素晴らしさと重要性に触れ、“Dick and the Beanstalk”
の詳細な記述がどんなに深く心に刻まれるかを賞賛している。 
 
With Walter de la Mare we have a country described by a poet, where 
appearances matter as much as events, sometimes more. Here we have come 
back to the land of traditional fairy-tale, but we are seeing it through a 
magnifying glass. Take Dick and the Beanstalk for example.  What a 
beanstalk it is―not a beanstalk but the beanstalk. When Dick came upon 
it, . . . , he was bound to recognize it. How sharply visualized every detail is in 
this brilliant tale.   .  .  .  .  The barn where Grackle, the young giant, lies 
hidden, the giants’ kitchen where Dick is nearly caught, the ogre’s widow, the 
hills Dick sees in the distance, the very hair and hide of his pony―everything 
is precisely and superbly described.58
 
この物語の最後で、Dickは人食い鬼が二度と地上に来て人間に迷惑をかけないように豆の
つるを燃やしてしまうが、乾いた豆の種を２，３粒ポケットに入れておいたと書かれてあ
る。この豆のつるがまたのびるとき、今度は自分の番かもしれないと読者は期待を寄せる
に違いない。そしてその期待はすぐれた民話が永遠に続くことを暗示しているのである。 
“The Dutch Cheese”にも“Jack and the Beanstalk”の要素が含まれている。妖精たちの
いたずらに堪忍袋の緒が切れた John は鉢をつかむと、その中の豆も水も一緒に投げつけ
た。すると、ジャックの豆のつると同じように、小屋の周りには一晩のうちにびっしりと
豆が茂り、翌朝にはすっかり壁のようになっていた。自分が投げた豆に取り囲まれ、身動
きできなくなった Johnの姿は滑稽であり、哀れである。この話の場合、Johnを小屋の中
に閉じ込めてしまう壁のような豆とは実はジョン自身の頑なな心、すなわち他人とのコミ
ュニケーションを拒絶した精神であると解釈できる。 
ある条件のもとで家事を小人に引き受けてもらった“A Penny a Day”の Griseldaは、小
人に糸紡ぎを託した“Tom Tit Tot”の王妃になった庶民の娘を思わせる。王妃まではいかな
いが、Griselda も豊かな農家の主人の息子の嫁になることが運命づけられている。 
Griseldaがそのまつげを１本、年老いた小人の妖精に抜かれると、周りの景色がすっかり
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違った美しい世界に変わってしまう。このあたりは産婆が呼ばれた妖精の家で、ぬり薬を
こっそり右まぶたにつけると周りがすっかり変わって見えたという Jacobs の“Fairy 
Ointment”を思わせる。 
“So wonderfully is the ecstasy of Spring and its new life conveyed that I can never 
finish the story without a lift of the heart.”59とColwellが絶賛する“The Three Sleeping 
Boys of Warwickshire”の３人の少年たちは 53年間眠り続け、４月のある朝、一人の少女
が彼らの石のように冷たい唇にキスすると、ようやく目をさます。これは“Sleeping 
Beauty”の王子が眠り姫にキスするシーンのヴァリエーションと考えても差し支えないだ
ろう。“Lucy”に登場する老嬢の３姉妹、家事に関しては全く役に立たない２人の姉たち─
その中の一人は言葉でねちねちと妹をいじめる─と没落後は女中のようによく働く妹とく
れば、“Cinderella”を思い出さずにはいられない。しかし彼女たちには舞踏会も王子との結
婚もガラスの靴も全く無縁である。“The Lovely Myfanwy”と“The Lord Fish”はどちらも
登場人物が変身するというお伽話的要素をもつ。“The Lovely Myfanwy”の娘に歪んだ愛情
を抱いていたためロバに姿を変えられてしまう父親は、妖精の登場するシェイクスピアの
『真夏の夜の夢』のボトムあるいはグリムの「千枚皮」（“Allerleirauh”）の自分の娘に結
婚を強いる王を、自分の父親への愛を理解してもらえない美しい娘Myfanwyは『リア王』
のコーデリアすなわちシンデレラを思わせる。“The Lord Fish”の主人公Johnは、「ものぐ
さジャック」（JacobsのEnglish Fairy Talesの中にも“Lazy Jack”が収められている）や「ジ
ャックと豆のつる」の主人公にも負けないほど怠け者だが、彼らと同様に、美しい娘と結
婚できる。この“The Lord Fish”に、de la Mareの数ある作品の中でも、Fisherをはじめ多
くの批評家たちが次のような高い評価を下している。60
 
Best of all de la Mare’s stories is The Lord Fish, perhaps the most perfect 
example of imaginative prose, in fairy-tale idiom, of the present century.  
Here is the English countryside, tree, river, cottage, great house and all, but 
with the light of enchantment hanging over it.  . . . , behind the meticulous 
detail, the setting remains truly anonymous as it is anonymous in the tales of 
Grimm and Perrault.61
 
 
おわりに 
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「すぐれた作家たちは昔話から繰り返しインスピレーションを受けてきている。創作文
学はどんなに傾向の異なった時代にも昔話のもモチーフを取り上げたし、昔話風の空想を
思う存分広げていることが多い。」62 グリム兄弟が聞いた通りに書いたのではないことは
今や明らかである。昔話は語り手や書き手の文学的センスや教育的配慮から削ったり付け
加えたりしてきたし、時代の影響も受けている。民話を文字によって表現しているものを
すべて再話と言うならば、de la Mareが先人たちと異なる内容を伴った独自の再話を描い
ても差し支えないのである。民話はいかなる形式においても、人々を楽しませながら、自
分自身を見つめ直させ、未来に目を開かせ、パーソナリティの発達を助けている。私たち
が想像する以上に民話の奥は深く、人間の成長に大きく貢献している。 
“Above all, it must be remembered that, however real and actual the characters, 
scenes and events may seem to us as we read, these are tales of the imagination. ”63と
de la Mareが警告しているように、民話の中の登場人物・情景（場面）・出来事は想像力の
作り話であり、枠の中では十分に道理にかなっている。民話が語ることを我々が受け入れ、
愉しむことができるかどうかは我々自身がどのくらい想像力をもつかによる。その想像力
の大切さとde la Mareの再話あるいは創作民話の魅力を、Fisherは“The Land of Faerie”
という一節の中で力説している。 
 
Fairytales are made out of a natural desire to change life in imagination if it 
cannot be changed in fact.64
The landscape of this [de la Mare’s Collected Stories for Children], as of other 
magic worlds, is to be visualized by each reader in his own way.  For as he 
reads he will see in his mind’s eye patterns and colours, scenes from real life, 
fragments from pictures half-remembered. Each of us makes a particular 
picture for each fairy-tale scene, so that illustrations do not represent the 
story to us. They decorate it, and help to send our imaginations off on a 
voyage which has no goal and no limit in time or space. De la Mare’s stories 
reconcile the poet’s skill and insight with the instinctive marvelling of a 
primitive mind. This is the true land of fairy-tale.65
 
つまり、民話が描く世界はそれぞれの想像力によって心の中に描かれる世界なのである。 
de la Mareは魔法を乱用していない。かなり慎重に押さえており、ほとんど関心がない
ようだと、Egoffが言うほどである。66 これは民話の世界であっても、他人に頼らず自力で
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困難を乗り越えようとする主人公たちの姿を強調するためであろう。しかしながら、de la 
Mareは昔話の唐突ともいえる出来事（モティーフ）の繋がりをスムーズにし、納得いくス
トーリーの展開にするために最小限の変更・加筆をしている。言い換えれば、なぜそうな
のか語り継がれているうちに理解しがたいものになった民話の中のエピソードを修正した
のではないか。民話本来の魅力を壊さない程度に、若い読者に理解できるように中身を現
代風にアレンジしたかったのであろう。２，３の例外（「眠り姫」「白雪姫」）はあるが、だ
いたいは主人公の意志・性格を良くも悪くもはっきりさせて、夢の中の人物ではなく、生
きている人間、すなわち我々の周りに存在しうる人間として描いている。そうすることに
よって、民話がその主人公と共に永遠に逝きつづけることを願ってのことだと考えられる。 
では、de la Mareが抱いていた民話観とはいかなるものだろうか、その疑問に答えるべ
く、Animal Storiesからの一節を抜き出してみよう。 
 
Not that all good stories are gay stories.  . . . .  So with a sorrowful, a 
tragic, even a terrifying tale, picture or poem. That too may feed the 
imagination, enlighten the mind, strengthen the heart, show us ourselves. It 
may grieve, alarm or even shock us, and still remain intensely interesting. Of 
its own grace and truth and value it will also comfort and console us─with 
what it recalls to memory of life itself, with what it creates in our minds, with 
the things, the scenes, the people in it; by the manner in which it reveals itself 
and its deeper meanings, by its very beauty and verbal music.67
 
民話の大切さと魅力をde la Mareは理屈抜きで理解し、全身で感じ取っていたに違いない。
彼が読者である子どもに追従したり、悲しみは恐れや残酷さを縮小したり、排除しない理
由は民話の本質とよく似ている。なぜなら、民話は人間にとってあらゆる基本的な問題を
聞き手や読み手に─たとえ子どもであっても─突きつけるからである。生きる喜びも悲し
みも苦しみも、老いや死への恐怖も、愛も憎しみも、男女の営みも、残虐な処刑さえも民
話はすべてをさらけ出している。さらに de la Mareは自分の再話に独自の解釈、主人公の
性格や心情の変化、さらに詳しい情景描写を加えることによって、平面的で時には簡潔す
ぎる民話に現代の色を混ぜ、起伏のある立体的な話に発展させたのである。それによって
長い間繰り返し語り継がれているうちに表面に出て来た意味と隠されてしまった意味を理
解しやすくしたのである。 
民話は昔話とも言われるが、決して過去の遺物ではない。生きていく上での根本的な問
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題─愛されたいという気持ち、自分が取るに足らない何の値打ちもない人間ではないかと
いう不安、自立への恐れなど─を真正面から隠さず取り上げ、解決方法のヒントを教えて
くれる民話は、いつも未来に目を向けている。なぜなら、主人公たちはそれまでの呪縛を
解かれ、広い世の中へ出て行くことで自分自身を見つけたり、再確認するからである。民
話には常に自立と成長が伴う。愛と善なるものを求める心が伴う。こうした民話の要素を
多くの研究者が理論をもって分析、解説する前に、詩人である de la Mareは言葉と想像力
の豊かさで、本能的に理解し、愛していたに違いない。それ故に、魅力あふれる独自の創
作民話（“literary folktales”）を生み出すことができたのである。 
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